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採
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に
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す
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賓
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研

究
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二
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牛
努
の
種
予

の
熱

度

と
性

宵

並
に
柚
光
と
の

冊
係

一
川
二

農
T=i博
士

近

藤

常

太

郎

等

掠

安

夫

牛
遊
山
嘩
十
は

ル
黙
止
に
よ

り

て
紬
虫
に

馳
侠
あ
り

と

一'4は

る
｡
よ
り

て
柴
し
て

炎
熱
は
L
.前

群

JJの
抑
係
は
如
何
た
り

や

を
挫
臨

L
t

日

時

に
又

北
ハ生
育
に

つ
き
て
観
察
し
た
-
0

算

l
章

節

一

回
･3<

廠

(

附

印

加

-

六
咋
)

昭
和
五
咋
十

万
･字

･:
二

日
に

瀧
の
川
小
学
紅
よ
さ

1
尺
と

な
し

て
'
探
郁

川
に
抑
ゑ
付
け
た
-
｡

肥
料
と

し
て
t
k
;::川
粧

些
山C
C
ii.

､3
'郡
一
二
.iIrt
木
次

山
O
S
.'
過
燐
酸

石
衣

入
賞
'
下
肥
三

〇〇㍍
の
割

介
に
施
し
た

-
0

_唱
和

六
咋

七
月
に
株
紬
に
硝

化
別
を
朋
介
し
:Ij
き
て
'

北
ハ糊

花

柳

日
よ
り
三
十
=
日
､
1.二
十
.<
=
〓
'
川
卜

日
日
に
拝
抑
し

たりQ
北
ハ
開

花
糊
と

探
抑
期
及
び
花
の

敏
と

は
第
一
失

の
如
し
｡

Zf1.
-
於

iT振
呈
蓋
.L
E

歪
.
幕
芸
tLJ･一ER
V
:7

Lv)替

(A
)



TTL

-ト

㌧

t

J

l::..;i.
.
''.
i
.i
'i
,:..i

:

II)
.I:.
,
j

'.
I.
.-
.

i

,
.
I
L'

:
,.:

丁

..

:

.

.1'':
'
':.
l
i
l.
I.
.,.

.'7

..
:I:
.'J.

.I

.'=
I:
I

.

EI

右

の
試

料

と

別

に
'

久
光

rJT>方
法
に
て
異
れ
リづ
井
蛙
の
抑
丁
を
抹
-
た
り
G
即
ち
探
抑
矧
を
八
月
ニ
ト
二
日
と
決
･:4
し
て
'
そ
れ
迄
に
閃

花
往
十
九
日
'

二
十
九
日
'

-.二
十
.<
日
を
経
過
せ
し
秤
r
を
1i
削
し
.て
柁
印
し
た
-
｡
非
職
花
別
'
托
種
軌
及
び
孔

の
敬
は
都
二
女
の
如
L
o

･]

.[
い
た

､一
速

Urd
)
表
宗
吾
.
書
芸

】
蕗
TJ
tmV
)
昏

(T
l
)

れ
の
如
-
二
様

の
i=in
淡
に
て
'
熱
比

の興
れ
る
叶
蓮
の
折
十
･を
取
り
て
試
料
に
伏
せ
:1
0
前
革
}J

A
法
と
L
t
後
事
を
日

放
と
し
て
以
後

柿
別
せ
ん
O採

納
に
鵬
す
る
H
験
的
附
託
(
二
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探
確
に
用
す
る
は

駿
的
桝
究
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椛

十

の

性

状

開
花
期
を
大
約

日
時
糊
と
な
し
て

'

之
よ

り
二
十
日
'
三
十
日
'
三
十
末
日
及
び
的
十
円
を
粧
た
る
後
に
楳
排
せ
し
抑
r
の
性
状
を
'
採

種
常
時
並
に
播
純
41=時
に
調
布
し
た
る
約
北
は
第
三
賓
の
如
し
0

%
-
川

鍬
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概
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第
三
蓑
に
よ
れ
ば
'

開
花
後
二
十
日
の
純
一ト
は
'
接
種
骨
日時
水
分
を
多
-
今
市
す
る
故
に
耶
け
れ
ど
'
乾
燥
す
れ
ば
榔
-
な
-
'
小
に
し

て
白
色
'
磯
芽
抄
合
も

三
九
'五
形

に
し
て
小
な
-
'
朋
花
後
二
..r十
日
と
な
れ
ば
'
黒

衣
也
と
な
-
'
前
-
且
つ
大
と
な
り
'
費
井
歩
合
も

少
し
-
増
加
す
れ
ど
'
何
州
七
%
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
'
蛮
井
歩
合
は
小
な
-
と
一lqr
ふ
べ
し
｡
其
後
三
十
五
日
t
m
十
日
目
の
郁
子
は
'
二
手

日
日
の
抑

十

よ
-
も
軒
-
な
-
て
'
煩
っ
て
恐
非
少
倉
が
碓
分
減
少
し
た
-
｡
故
に
郁
子
の
性
状
よ
-
せ
ば
開
花
後
手
十
日
目
の
顕
子
が
山

も
良
好
な
る
が
如
L
o
さ
れ
ど
こ
の
軸
は
次
に
述
ぶ
る
(那
二
光
郡
九
虫
)･班
歯
と

一
致
せ
ざ
る
故
に
'
偶
然
の
前
腎
な
る
が
如
し
Q
且
つ
仝

俄
に
於
て
教
井
が
不
良
な
り
｡
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攻
に
探
和
親
を
八
月
二
十
二
日
と
な
し
て
'
北
ハ峠
道
に
開
花
よ
り
十
茄
R
'
二
十
五

='
ニ
1+
先
口
'
糊
十
五
日
を
維
た
る
耶
r
を
'
別

々
に
粁
-
て
'
北
ハ性
状
を
調
布
し
た
る
に
'
非
紙
火
は
第
川
虫
の
如
し
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肌
川
虫
に
よ

れ
は
八
日
二
王

Ll
を
托
種
村I
と
す
･･り
帖
は
'
21
-
糊
き
し
花
椎
､
抑

十
が
ヰ
-
什
つ
+J
と
な
り
て
'
そ
の
碓
井
妙
4
日
も
i<

と
な
り
､

相
和
前
川
十
LJ
;
に
糊
花
せ
し
帖
に
'
帥
十
の

故

升
歩
A
=
が
=lE
も
+J
た
り
し
｡

那
二
裏

と
新
川
未
と

の紙
;i
を
剖
比
す
れ
ば
'
仝
-
災
れ
る
が
如
し
｡

Ĵ
れ
仕
前
済

｢
<

祉
)
の
開
花
期

日よ
り
相
即
新
円
迄
の
試
帳
が
'

後
耕
(
8
法
)
の
開
花
糊
‖
よ
-
揮
抑
;:==
;
迄
の
気
帖
と
光
る
の
み
な
ら
ず
'
不
良
な
-
L
に
よ
る
な
ら
ん
｡
而
し
て
'
後
米
(B
捷
)
の
増
分

に
於
て
は
'
熱
度
の
進
む
相
和
千
は
よ
-
充
托
し
'
そ
の
蛮
井
妙
合

も
i<
な
る
故
に
'
之
が
木
喋
験

の
試
料
と
し
て
旭
(==
な
る
べ
-
O
仰
苗

に
述
べ
L
が
如
く

A
法
の
抑
十
は
何
れ
も
敬
許
妙
介
少
き
故
に
'
托
抑
が
良
好
に
lE
は
れ
ざ
b
L
も
の
と
見
る
べ
L
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す
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昭
和
六
年
九
Jl
九
円
に
前
記
の
抑

十
を
播
下
し
た
-
｡
肥
料
と
し
て
は
原
肥
'

1
月
中
旬
の
追
肥
及
び
二.l月
中
旬
の
追
肥
の
三
回
に
外
川

十
五
坪
に
つ
き
大
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六
〇
〇
匁
'
過
燐
酸
'心
女
川

○
○
匁
'
木
次
五

〇
〇
匁
宛
を
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し
た
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十
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三
十

1
日
に
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引
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て
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そ
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約
六
衣
に

よ
っ
て
'
帥
十
の
熱
度
と
抽
蛮
始
朋
及
び
拙
;:MT少
4
日
と
の
捌
係
を
見
る
に
t
A

法
の
場
A
日
に
は
柚
蛮
始
剃
及
柚
燕
少
食

が
井

典

抑
然
た
ら
ざ
る
も
'
Cq
法
の
場
合
に
は
'
七
熟
柏
手
に
於
て
袖
壁
姉
別
が
碓
分
貼
れ
た
る
が
如
-
'
又
そ
の
紬
州糾,j歩
合
も
朱
熱
桃
子
に
於
て

少
き
を
見
ろ
な
り
｡
而
し
て
此
現
象
た
る
や
次
の
拭
飽
(弟
二
=･;I)
)に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
hL
｡

第

二

青

筋

二

阿

･ThfT
瀞

編

和
し
-
八
年
)

二

g:

昭
和
七
中
に
於
て
も
'
前
回
に
同
じ
-
'
熱
度
の
興
る
砿
千
を
頼
る
〃
班
を
A
比
と
B
淡
と
な
し
'
二
様
に
1日
ひ
た
-
0

<
淡
に
て
は
糊
花
相I
を

‖
㌻
J
な
し
て
'
開
花
柑I
よ
り
十
't
H
t
二
卜
‖
'
二
十
九
日
'
三
十
円
'
州
九

日
'
川
十
口
日
に
抑
抑
せ
り
｡

そ

の朋
花
期
は
山ハ
八
二
十

j
r

目
上
-
七
月
斤
目
に

■=.-
た
る
故
に
'
そ
り
行
霊
化

の哩
化
期
を
韮
準
と
し
て
'
そ
れ
よ
-
十
五
日
'
二
十
五

日
･--
臼に
採
種
し
た
る
な
り
.
北
側
係
は
卯
七
衣

の如
し
.
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右
に
於
て
は
'
燕
の
発
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の
花
の
み
を
川
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た
-
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B
法
と
し
て
は
'
榊
花
期
を
淵
ハに
し
た
る
も
の
を
同
期
日
に
媒
耕
し
た
-
Q
共
時
は
救
株
の
花
の
中
に
て
開
花
期
の
;I1'る
も
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探
桃
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捌
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人
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'
机

了

の

前
述
A
t
B
二
法
に
て
採
収
し
た
ろ
枇
十
を
乾
性
し
て
'
そ
の
太
さ
､
茄
=寧
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走
し
た
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紺
北
は
凱
九
衣

bJl
如
し
｡

])
I).
)L.
放

置

3
1
8

井

仙

2k

t
K.
.j
T_
37l;:



捕
輔
に
鵬
す
る
打
砕
m
研
究
(
〓
)

第
九
表
に
よ
れ
ば
'
牛
葬
の
相
十
は
川
花
後
の
口
数
を
粧
る
程
よ
-
充
托
し
て
収
大
な
る
は
勿
論
の
こ
と
'
そ
の
焚
井
歩
合
も
大
な
る
を

認
め
た
-
｡
こ
の
事
は
約

二
小
節
三
衣
に
於
て
見
た
る
と
戊
封
に
し
て
'
第
二
義

の
結
淵
は
呼
ろ
偶
然
な
-
と
見
る
べ
し
｡

和
十
の
作
状
よ

-
せ
ば
'
牛
茸
の
純
子
は
開
花
後
三
十
日
迄
置
-
時
は
充
蟹
は
良
-
良
-
て
'
菟
井
歩
合
も
多
く
な
れ
-
と
見
る
+(
し
｡
Tt)れ
ど
Fq
十
日
蓬

是
-
と
き
は
'
ta
に
充
貨
も
よ
-
な
-
'
碩
芽
も
良
好
と
な
る
な
-
0

二

播

種

栽

増

昭
利
七
年
九
月
十
九
口
に
前
記
の
相
L十
を
播
下
し
た
-
｡
縦
十
八
'
幅
｣ハ
尺
の
畔
を
九
匪
f=tJiけ
､

1
畦
に
1
尺
禿
寸
m
鵬
に
作
修
を
充
棟

設
け
'

一
作
修
に
純
十
を
約
五
〇
粒
宛
捕
紺
し
た
-
0

右
の
地
面
は
十
五
坪
に
し
て
'
之
に
肥
料
と
し
て
'
十
九
坪
常
下
肥

1
未
刊
t
i
(.11'U'九
判
､
過
燐
願
石
衣

○
'tq
fL
'
木
吹

○
'五
耳

を
施
し
た
-
0

又
別
に
土
地
の
深
浅
が
抽
f=.･Tに
朋
係
無
き
ゃ
否
や
を
見
ん
と
し
て
'

1
院
を
設
け
'
こ
れ
に
肥
沃
な
る
土
を

1
尺
の
高
さ
に
:Ij
七
に
し
て

某
所
に
和
仁
を
括
和
し
た
-
0

播
種
後
'
川
場
に
て
鞍
際
恐
許
せ
し
数
(
悶
場
普
芽
歩
合
)を
調
べ
'
叉
十
月
二
十
七
日
に
聞
封
虹
な
す
時
に
共
百
本
の
爪
先
を
洲
･:4
し
た

-
｡
そ
･の
紹
児
は
那
十
表
の
如
し
｡
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十

表

に

よ

れ

ば

'

開
花
後
'
経
過
=
数
の
多
き
枇
'
机

物
の
坐
骨
は
良
好
な
-
｡
仰
L
t
閉
域
後
井
少
介
は
糊
花
後
二
.+
日
に
て
'
托

ん
ど
山
多
に
捜
し

た
-
｡
そ
れ
故
に
糊
花
後
二
手

=
と
な
れ
ば
公
許
に
脚
し
て
は
'
器
文
な
き
印
鑑
に
抑
十
は
頚
骨
し
た
れ
ど
'
化
骨
よ
-

せ
ば
川
十
日
迄
:pj
-
を
可
な
-
と
す
る
が
如
し
｡
こ
の
祁
･ir
は
前
回
の
従
験
(節

〓
=新

井
尖
)
と
は
榔
)L.:B
L
た
り
･Q

肥
沃
な
る
土
を

1
人
の
:,‥州
さ
に
拙
土
し
た
る
土
地
に
'
描
柿
栽
.i:
し
た
る
紙
;)
は
耶
十

l
衣
の
如
L
o

探
柄
に
鯛
す
る
糾
嶺
的
研
究
(
〓
)

二
F
'
I
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第
十

一
夫

圃
場
畿

芽
歩

合
並

に
十

月
二

十
七

日
の
栴

物
の

重
丑

(
播
軽

後
3
8
日
日
)

1
-

去
匝

昌
酢

滞
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枚
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酢
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救
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｢

._

約
十
二
束
に
よ
れ
ば
牛
労
の
郁
子
は
よ
-
成

熟

す

れ

ば

､
そ
れ
だ
け
茄
を

抽
出
し
開
花
す
る
こ
と
多
き
を
認
む
b
こ
の
恥
は
前
回
の
簡
駄

(節

l
節
約
六
衣
)B
探
抑
淡
に
於
て
川
根
な
る
を
認
め
た
り
｡
故
に
純
十
の
熱
度
が
進
め
ば
'
抽
淋
し
易

き
傾
向
あ
り
と
見
ゆ
る
な
-
｡

叉
土
を

一
尺
腿
土
と
な
し
て
栽
di｡L
た
る
棚
倉
の
'
抽
重
版
は
節
±

l裏

の
如
し
｡

事

+
川
敗

♯

潜

e)
貰

梼

療

節
卜
三
女
の
粁
兆
を
郡
十
二
女
に
そ
れ
-
什＼
判
此
す
る
と
き
は
'

一
尺
わ
揖
土
を
な
し
て
栽
増
し
た
る
時
は
'
煙
っ
て
軸
部
を
多
く
な
し

た
る
を
認
む
｡

第

三

章

考

牛
滋
の
探
柿
嫡
刺
は
囲
花
後
球
目
什
な
る
か
･敬
称
か
め
ん
に
'
種
々
S
L惟
什
む
仰
せ
考
へ
ざ
る
ペ
か
ら
す
O
純
子
の
碓
芽
力
の
鍍
娃
よ
-

見
れ
ば
'
開
花
後
三
十
口

八
束+三
十
九
日
に
て
も
'
=

.普
+
や
完
熟
に
越
し
た
-
と
比
和
J.;
ち

抑
十
の
光
概
の
瓢
よ
-
兄
れ
は
､
仙
少
し
-
延
ば
し
て
'

川
十
日
位
造
出
き
た
る
を
可
な
-
と
す
｡

探
靴
に
朋
す
る
E
=SB
的
脚
光
(
二
)

一
束
:二



拭
純
に
閥
す
る
IY
喋
的
掛
買
(
〓
)

l
茄
pq

丈
播
種
後
捕
物
の
北
方
の
状
態
よ
･リ
;
7
れ
ば
'
開
花
後
三
｢
‖
乃
至
川
十
円
の
純
子
に
於
て
生
育
叩
ん
に
し
て
'
之
よ
-Tl
LL
き
時
は
光
背

劣
れ

･
･TI
Q

次
に
袖
壁
歩
合
よ
-
見
れ
ば
'
熟
度
の
進
む
緋
非
歩
合
は
大
と
な
る
舷
に
'
可
及
的
未
熟

の
も
の
を
可
と
す
｡

以
上
の
諸
件
を
結
合
す
れ
ば
'
牛
歩
は
開
花
後
三
十
日
乃
至
川
十
日
に
て
発
熱
L
t
其
充
付
の
稗
変
'
花
芽
力
'
灘
に
輯
宵
に
G
'
て
叔
良

な
れ
ど
も
'
よ
-
成
熟
す
れ
ば
紬
蓋
し
易
き
が
故
に
'
開
花
後
三
十
日
乃
東
川
十
円
に
て
虹
に
よ
-
熟
し
た
-
と
比
ゆ
る
時
は
'
可
及
的
速

か
に
探
印
す
る
に
利
あ
-
と
す
｡

末
挺
子
な
ら
ば
早
-
成
育
し
て
t
Ll
-
加
重
す
る
が
如
-
考

へ
ら
れ
.
叉
地
味
的
態
'
土
地
洩
き
時
も
'
LL
-
抽
部
す
る
が
如
-
〓
心
は
ろ

る
も
'
末
梢

′十
に
於
て
帥
燕
が
少
-
'
又
前
述

の盛
土
を
な
し
て
'
耕
土
を
探
-
し
た
ろ
場
合
に
反
っ
て
袖
粥
が
多
-
良
-
た
り
｡
惟
ふ
に

未
熟
轡
十
叉
は
土
地
洩
き
時
は
翌
称
開
花
期
迄
に
七

だ
十
分
に
成
長
せ
ざ
る
馬
に
軸
部
せ
ざ
る
な
ら
ん
｡
さ
れ
は
十
分
な
る
深
さ
の
土
地
と
'

肥
料
と
を
阻
ハ
へ
て
械
輯
す
れ
ば
岩
椛
十
も
全
部
紬
準
す
る
な
り
0
従
来
斗
!:I:･7
bl
梯
子
は
放
り
戒
熟
せ
し
む
れ
は
'
潔
年
の
抽
草

.告
L
む
る
が

故
に

'
七
分
位
威
熟
し
た
る
時
に
和
郎
す
る
を
適
度
と
な
す
と
云
ふ
凍
あ
る
は
本
試
験
の
結
北
と
よ
-

一

放
す
る
桝
な
-
0

i
.
昭
和
五
年
よ
-
八
年
迄
に
'
牛
努
の
種
千
の
熱
度
と
'
之
を
畔
き
て
柑
た
る
植
物
の
生
育
雅
に
柚
頂
と
の
榊
に
'
如
何
な
る
脚
係
あ
-

や
を
二
回
慨
験
し
た
･-
O

二
'
採
耕
法
堅

l枝
と
な
し
た
-
｡
即
ち
開
花
期
を
大
約

一
斑
し
て
'
共
開
花
期
よ
-
二
十
日
'
三
十
円
'
･･･

･

-
≠
柳
川
を
:-j
き
て
'

櫛
々



山

熱
度
の
縄

丁
を
搾

-

'

又

1

方
に
は
搾
柿
期
を

一
定
し
て
'
例

へ
ば
八
月
二
十
二
日

と

な
し
て
'
そ
れ
よ
旦

耳

円
,
111十
円
-
･志

.i

揃
に
開
花
し
た
る
も
bJT
よ
-

柿
.1.
を
探
-
て
'
和
々

の
熱
度
の
緋

r
を
柑
た
り
｡

≡
.
牛
類
の
梯
子
の
光
巧

菟
非
力
'
化
骨
耳
を
綜
合
す
れ
ば
'
開
花
後
二
手

｡
乃
至
四
十
日
に
て
価

r
は
完
熟
し
た
り
と
見
る
べ
し
｡

g
f.
種
子
は
よ
.く
域
熟
し
た
る
も
の
枇
'
播

抑

後
志

･蒜

に
州
耕
し
易
し
｡
血

に
完
教
に

嘘
し
た
-
と
見
る
と
き
は
'
吋
及
的
速
か
に
接
種

す
べ
し
｡

充
'
牛
歩
の
岩
郁
子
父
土
地
の
柁
き
は
加
重
を
少
-
す
る
仰
向
あ
り
｡

史

収

祁

略

(研
和
九
年

一
掲
廿
川
目
盛

町曾所
)

捕
縄
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る
U
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桝
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